
 

 

［成果情報名］加工・業務用ホウレンソウの機械収穫体系を利用した刈り取り再生栽培技術 

［要約］歩行型の加工・業務用ホウレンソウ収穫機を利用することで、省力化と生産費の削

減が図られ、刈り株から再生した 2 番草を再収穫することが可能となる。再収穫により厳

冬期の収穫量確保とともに、さらなる生産物当たりの生産費削減が可能となる。 
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［背景・ねらい］ 

冷凍加工用ホウレンソウの需要は増加しており、国内生産拡大のためには生産効率の向

上が必要となっている。そのためには省力化とともに加工工場の効率的な操業のための定

時・定量出荷体制の確立が必要である。そこで機械収穫の導入が遅れている中小規模生産

者を対象に歩行型ホウレンソウ収穫機の改良を行い、機械収穫体系を構築するとともに、

機械収穫を前提とした厳冬期の生産量確保のための栽培技術を開発することで、生産効率

の向上を目指す。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．歩行型の収穫機を利用することで株の損傷が少なく、刈り取り収穫後に残った株から

再生する 2 番草を利用する刈り取り再生栽培を行うことができる(図 1）。 

２．刈り取り再生栽培は 9 月下旬から 10 月上旬の間に播種し、11 月から 12 月に収穫を

行う作型に適用できる。収穫した後、厳冬期である 2 月までの間に再収穫できる。2 番

草収量は 1 番草収穫後の期間が長くなるほど多くなり、1 番草収穫後に追肥を行うこと

で増加する（図 2）。再生した 2 番草の生育は播種栽培の 1 番草の半分程度の積算温度

で同一の葉長に達するため、厳冬期でも生産量の確保が可能である(データ省略）。 

３．加工野菜収穫機（ニシザワ MNSH-1300）の収穫能率を向上させるため、「小型コンテ

ナ横流れユニット」を開発した（図３）。このユニットを取り付けることで､コンテナ

交換のための作業停止が無くなり収穫能率が向上する。機械収穫体系は収穫機操作 1

名、収穫物の詰め込み 2 名、コンテナ搬出 1 名の 4 人組作業で、収穫作業時間は人力

収穫（48.6 人･h/10a）に対し、およそ 1/5（8.8 人･h/10a）となる。 

４．現地実証試験及び現地実証協力生産者への調査結果からの試算では、生産物 100kg 当

たり全参入生産費は、歩行型機械収穫体系の導入により慣行の人力収穫体系と比べ 20

％削減が可能となる。また、歩行型機械収穫体系に刈り取り再生栽培技術を導入する

ことにより慣行の人力収穫体系と比べ 42％削減が可能となる。（表 1）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：中小規模の加工・業務用ホウレンソウ生産者や生産団体 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：暖地の秋まき加工・業務用ホウレンソウ

生産地域・15ha 

３．歩行型の収穫機で効率的に刈り取りを行うためには、あらかじめ収穫機に対応する様

式で栽培を行う必要がある。具体的には収穫機のクローラが通る通路部を取り、ホウレ

ンソウ株の位置ができるだけ畦中央部の 70cm～90cm 程度に収まるようにする。  
４．機械収穫体系や刈り取り再生栽培による収穫物を処理する加工工場には、雑草等の異

物を除去するための処理工程の増強が必要となる。 

５．刈り株からの再生栽培には、刈り株を傷つけないことが重要である。人や作業台車程

度の踏圧では影響が少ないが、大型乗用収穫機やホイルローダーなどの大型作業機によ

る踏圧では、再生ができなくなる。 



 

 

６．1 番草の生育時に、ほ場に雑草が多い場合、再生時に繁茂する恐れがある。1 番草収

穫以前の除草管理を徹底する。 

７．この刈り取り再生栽培に関する試験は宮崎県都城市九州沖縄農業研究センター

都城研究拠点内ほ場及び宮崎県小林市 M 園芸組合現地ほ場にて実施した。 

 

［具体的データ］ 

      
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械収穫後の刈り株 
（2016 年 12 月 12 日） 

再生 2 番草 
（2017 年 2 月 24 日）  

図 1 機械収穫後の刈り株の再生状況 

図 2 1 番草の収穫日と追肥の有無が刈

り取り収量に及ぼす影響 

品種：｢クロノス｣ 追肥は窒素 16kg/10a 相当

の化学肥料を１番草収穫後に散布。試験は

2016～17 年にかけて九州沖縄農業研究センタ

ー都城研究拠点所内ほ場で行った。  

資料：現地試験結果及び協力生産者聴取調査結果、宮崎

県『農業経営管理指針』2010 年 3 月、鹿児島県農業

経営管理指導指標』2016 年 3 月 

注：1）全参入生産費＝費用合計(物財費＋労働費)＋資本

利子＋地代。 

2）機械収穫＊：1 番草のみ機械収穫、再生栽培＊＊:1

番草を機械収穫後、再生した２番草を機械収穫 

表 1  歩行型ホウレンソウ機械収穫体系と刈り取

り再生栽培技術の導入による全参入生産費 

（単位：円、h）
　　　慣行 機械収穫＊ 再生栽培＊＊

物財費 ① 81,051 84,273 88,172

労働費 ② 74,467 19,795 32,144

（労働時間） (54.2) (14.4) (23.4)

費用合計 （①＋②） 155,518 104,068 120,316

資本利子 1,621 1,685 1,763

地代 12,500 12,500 12,500

10a当たり全参入生 169,639 118,254 134,580

産費 (100) (70) (79)

生産物100kg当たり 6,475 5,195 3,766

全算入生産費 (100) (80) (58)

参考：収量 (kg/10a) 2,620 2,276 3,574



 

 

 
 

図 3 加工野菜収穫機（ニシザワ MNSH-1300）と開発した連続収穫のための 

｢小型コンテナ横流れユニット｣ 

左：コンテナ横流れユニット 中:コンテナの積載状況 右：収穫作業状況 
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